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家庭・学校・地域の連携強化 

地域とともに歩む学校づくり 

― ＰＴＡと連携したコミュニティ・スクールの推進 ― 

津島市立暁中学校ＰＴＡ 

 

１ はじめに 

地域から学校への一方向の支援 

を地域と学校が互いに協力し合う 

双方向の連携・協働の取組を発展 

させるため、平成３０年度に市内  

１２小中学校が「学校支援地域本 

部」から「地域学校協働本部」に 

移行した。 

本校では、令和２年度にコミュ 

ニティ・スクール（学校運営協議 

会）を設置し、地域の未来を担う次 

世代の育成と、少子・高齢化が進む 

地域のまちづくりの両面から地域 

連携を推進している。 

  本校の学校運営協議会には、教員、地区コミュニティ、保護司、民生委員、 

ＰＴＡ役員が参加し、それぞれが現状を共有しながら、学校運営に対する共 

通理解のもとで課題解決に向けた実質的な協議を行っている。 

 

２ 研究への取組 

地域連携が進む一方で、生徒、保護者、教職員の学校運営協議会への関心 

が十分に高いとは言えない現状がある。また、地域ボランティアの固定化や 

ＰＴＡ活動の負担の偏りといった課題も見られる。 

こうした課題を踏まえ、本事業では、学校・ＰＴＡ・地域が相互に信頼し 

支え合う関係を築き、コミュニティ・スクールの持続可能な体制を整えるこ 

とで、地域とともに未来を創る学校づくりを進めていく。 

 

３ 実践活動の概要 

（１） 絵本読み聞かせ（毎月第４金曜日） 

月 1 回の頻度で、朝の読書時間に地域   

ボランティアによる絵本の読み聞かせ 

を行った。対象は特別支援学級の生徒で 

ある。ボランティアの方からは、「生徒 

が真剣に話を聞いてくれるので読みが 

いがある」といった声があがり、絵本選 
【読み聞かせの様子】 

【学校運営協議会の様子】 
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びにも余念がなかった。 

また、１２月の人権週間には全校生徒対象の読み聞かせを実施した。 

生徒からは「大きくなってから絵本に触れることはあまりないが、小さ 

いときだけではなくて、今にも通じることがあって、すごいと思った」 

「色々な人が暮らすこの世界では、互いの違いや個性を認め合うことが 

必要だと考えさせられた」といった感想が寄せられた。 

（２） ふるさと津島・あかつきの日 

令和３年度より学校・家庭・地域がつな

がる行事「ふるさと津島・あかつきの日」

の開催に向けて協議を重ねてきた。本校の

めざす生徒像の一つ、「地域を愛し、地域か

ら学び、地域に貢献ができる生徒」を意識

し、「防災」「天王祭」「津島の歴史・文化」

の３つのテーマで学ぶ行事を令和５年度か

ら始め、今年度は「津島の歴史・文化」に

ついて取り組んだ。津島の伝統料理の「も

ろこ寿司」について中学生ボランティアと

コミュニティ・スクールが協力して取材活

動を行い、資料を作成した。そして、文化

祭で資料を展示し、保護者の目に触れる機

会を設けた。取材をした生徒からは「『もろ

こ寿司』といった郷土料理があることさえ知らなかった。取材活動をし

て、古くから伝わる料理を今でも残している人から話を直接聞くことが

でき、とても興味をもった」と感想があった。 

また、天王中学校学校運営協議会会長で、津島神社で働いてみえる講

師の方に「尾張津島天王祭」で演奏される伝統楽器について全校生徒、

保護者、コミュニティ・スクール対象に講演をしていただいた。講演の

途中、龍笛の生演奏もあって、ＰＴＡや生徒達からは「美しい音色でい

つまでも聴いていたい」といった感想があがった。 

（３） 親子協働除草作業 

    学校祭前に、学校、家庭、地域の

方々と一緒に環境整備を行った。地

域の回覧板で除草作業のボランティ

アを募り、ＰＴＡには紙媒体の案内

とメールで依頼した。「できる人が、

できる時に、できることを」を モッ

トーに、ＰＴＡと地域が連携し、ボラ

ンティア活動の基盤づくりに努めて

ている。 当日は、ＰＴＡと地域の方

を合わせて約３０名が集まり、全校

【取材活動の様子】 

【除草作業の様子】 
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生徒と除草作業を通して、交流を深めることができた。 

（４） 協働避難体験 

    唐臼こども園の避難体験に

中学３年生が参加し、園児が

避難所である中学校まで安全

に避難できるよう補助を行っ

た。地域のボランティアやＰ

ＴＡには園児と中学生が往復

する道中、交通安全に気を付

けるよう見守りをしていただ

いた。中学生は地域との連携・

協働を通して、地域の一員と

しての意識を高め、地域に貢

献する姿勢を育てることができた。また、体育館に避難した園児に向け

て地域ボランティアによる絵本の読み聞かせを実施した。 

（５） 歳末助け合い運動 

    毎年、１２月末に学区のスーパーでコミュニティ・スクールが募金活

動を行っている。９名の生徒がボランティアで参加することを申し出て、

地域の活動に貢献することができた。 

（６） ＰＴＡ活動のスリム化 

    少子化や共働き世帯が増

えたことなどで、ＰＴＡ活動

に参加する時間の余裕がな

い保護者が増えてきている。

そこで、ＰＴＡ活動のスリム

化についてＰＴＡ役員と協

議してきた。「できる人が、で

きると時に、できることを」

をモットーにあいさつ運動

のボランティア制を導入し

た。毎月１１日の登校時に、

ＰＴＡ役員中心にボランティ

アで集まったＰＴＡが、通学路に立って交通指導をした。また、教員は

毎週、月曜日と木曜日、試験週間に下校指導をしており、学校と地域が

協働で生徒の交通安全を見守ることができた。 

    また、ＰＴＡ活動の負担であった研修の見直しも役員会で協議したと

ころ、もともと学校で行われている生徒対象の講演会にＰＴＡが参加し

て、研鑽を積んでいけるよう計画した。本校では「思春期講座」「薬物乱

【協働避難体験の様子】 

【挨拶運動の様子】 
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用防止教室」「人権講話」「マナー講

座」など、学年や学校全体で取り組む

外部講師による講演会が行われてい

る。講演会の案内をＣＡＮＶＡで分

かりやすく作成し、保護者やコミュ

ニティ・スクールの方々に配付した

り、メールで添付し送信したりした。

聴講を希望する保護者は少数ではあ

るが、役員以外の参加者もおり、研修

を通して、学校の様子を知ってもら

う機会が増えた。 

（７） 部活動地域展開に向けての取組 

    津島市では各学校（部活動指導者・

生徒・保護者）のニーズを踏まえた上

で、過渡期のあり方として休日の部

活動を部活動指導員の参加による地

域展開を進めたいと考えている。そこ

で、本校では第１回学校運営協議会で「中学校の部活動の地域展開」を

熟議の議題とし、今後のあり方について意見を交わす場を設けた。 

そして、津島市地域コーディネーター等研修会・情報交換会の場で、

８小学校に対して、市共通の部活動アンケート調査をして意見集約をし

てほしいことを要望した。 

 

４ おわりに 

地域ボランティアによる読み聞

かせ活動では、生徒が温かな雰囲

気で地域の方を迎え、双方にとっ

て貴重な交流の場となった。「ふる

さと津島・あかつきの日」や協働避

難体験を通して、生徒は地域の歴

史や文化、防災意識を学び、地域の

一員としての自覚を深めることが

できた。 

さらに、ＰＴＡと地域が連携して進めた親子協働除草作業やあいさつ運動

は、学校と家庭、地域が互いを支え合う関係づくりに大きく寄与した。ＰＴ

Ａ活動のスリム化を図りつつ、ＰＴＡが「できる時にできること」を実践す

る取組は、持続可能な協働のモデルとなっている。 

今後も、コミュニティ・スクールとして、ＰＴＡや地域の多様な人々が対

等な立場で参画し合い、「地域とともに育つ学校」「地域の未来を支える生徒」

を育成していくことを目指したい。 

【思春期講座の案内】 

【ＰＴＡ常任委員会の様子】 


